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§1．問題および結果
　これは本誌繭号の著者の論文［1］の続編である。すなわち、数の定和性に関する問題を鎖
の形という特定のグラフ構造から、一般的なグラフ構造へ拡張し、生じる解の多様性を調べた
結果を報告する。
　m個の頂点Vl，…，Vmとn個の辺el）…，e．とで構成される（無向）グラフGを考えよう。0
からm＋n－1までのm＋n個の整数をそれぞれ頂点と辺にもれなく配置する。つまり、
（Vl，…，v加，es，…，en）∈Sm，n＝lOから〃1＋n－1までの数の置換全体｝である。そして定和
性の条件
（1） Vi＋Σe、　・s（頂点Viによらず一定）
　　eノ∈E（Vt）
を満たすような置換（v1，…，Vm，e1，…，en）をすべて探し干す。ここで、　E（v）＝順点vに接
続している辺eノ全体｝とし、その個数IE（v）i＝d（v）はvの二三と呼ばれる。われわれは（1）
を満たす置換全体をR（G）⊂Sm＋nで表し、解集合の要素の数IR（G）｝＝r（G）を研究する。
塗童　定和性の条件（1）は数のスカラー倍に関して不変である。そして次数d（v）が頂点vに
よらず一定の場合、　（1）の和の項数は一定になるので、数のシフトに関しても不変となる。
すなわち、数の集合｛0，1，…，m＋n－1｝を一般的な等差数列｛‘t＋βk；k＝＝O，1，…，m＋n－1｝に
置き代えることができる。またこの場合には数の置換k→k＝m＋n－1－kを用いて、異なる
sに対応する解を導く方法も有効となる（［1］参照）。
　他方、d（v）が一定でない場合には、置く数の選択によって解集合は違ってくる。例えば、下
記の例2のグラフG－i（3）を取りあげよう。β＝1に取って、αからα＋4までの5つの整数を
選ぶと、結果は次のようになる：
r（G－1（3））＝0　（α＝Oまたはα≧3のとき）
　　　　＝4　（α＝1のとき）
　　　　＝2　（α＝2のとき）
われわれは和における0の役割を重視して、α＝0，β＝1の場合を採用する。
　さて、前号［1］で考察した場合（下記の例AのグラフGo　（m））を基にして、辺を1本減ら
したり（例B）、辺を1本あるいは2本増やしたりして（例Cおよび例D）、新しいグラフG，　（m）
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を作る。このとき、解集合R（G，（m））は辺の増減数んとともに、どのように変化するか。われ
われはこの問題に主眼をおいて、取り組む。
遡△（［1］参照）正m角形の頂点v1，…，Vmと辺el，…，emからなるグラフGo（m）（3≦m≦7）
を考えよう。ここで、辺eiはViとVi．1とを結び（1≦i≦m－1）、最後の辺emは㌦とVlとを
結ぶ。この次数2のグラフについては、［1］で調べた問題と、
　　　　Vf＝a2i－1，　ei＝％（ただしa2m＝ao），　i＝1，2，…，m
という対応によって同値となることがわかる。回転対称性および2通りの向き（反時計回りと
時計回り）を考慮して、Go　（m）に対しては付加条件（［1］で採用したのとは少し違う形で）
（2）　　　Inin｛Vi；1≦i≦m｝＝Vl　カこつ　　v2＜Vm
を課すのがここでは都合がよい。　（1）　（2）を同時に満たす置換全体を
g（Go（m））⊂R（Go　（m））と書き、その要素の数g（Go（m））一lg（Go（m））1を求めると、
r（G。（M））＝　2mg（（70（m））が導：かれる。
定理⊥　（［1］）
襯 3 4 5 6 7
9（G，　（m）） 4 6 6 20 116
例B．　例Aのグラフから最後の辺emを取り除いて、　G．1（M）．　Go（m）＼｛em｝と書く。
この場合、2通りの進み方（Vlから㌦へと、反対にVmからVlへ）があるので、付加条件
（3） VtくVm
を要請する。　（1）　（3）を同時に満たす解集合2（G．i（M））⊂：R（G．，（m））は§2において調
べられる。解の個数r（G一，（m））＝2g（G，　（m））に関する結果は次の通り。
鍵
脚 3 4 5 6 7
9（σ．1＠）） 0 2 1 16 37
例C．　例Aの正m角形（m　＝4，5）に対角線を！本つけ加えて得られるグラフG，（m）を考え
る。m＝4のとき、新しい辺esはVlとv3とを結ぶ。この場合、2本の対角線に関する線対称が
それぞれ生じるので、付加条件
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（4） v旦くy3か日v2＜v4
を課すのが適切になる。（1）　（4）を同時に満たす解集合2（Gi（4））⊂R（G，（4））は§2にお
いて記述される。解の個数ア（Gi（4））＝4q（Gl（4））に関しては、下記の定理3でまとめられる。
（なお、e5＝0となる解12嗣は、　Go（4）の解6個と2対1対応で結ばれることが容易にわか
る。）
　他方m＝5のときは、新しい辺e6はVlとv4とを結ぶので、付加条件
（5） VlくV4
を課すことになる。　（1）　（5）を同時に満たす解集合2（G1（5））⊂R（Gl（5））は同じく§2に
おいて調べられる。解の個数r（σ1（5））＝　2q（G，（5））については、次の定理3で定まる。
（なお、e6＝Oとなる解30個は、　Go（5）の解6個と5対ユ対応で結ばれている。）
act　3　q（G，　（4））　＝18，　q（G，　（5））　＝125　．
例D．　例CのグラフGl（m）にもう一本対角線を付け加えて、グラフG2　（m）を得る。　m＝4の
とき、対角線の選択に自由度はなく、このグラフは4頂点の完全グラフK4と同型になる。従
って一定の次数3をもつ4つの頂点は互いに同等であり、付加条件
（6） Vl　〈V2　〈V3　〈V4
を課すことができる。　（1）　（6）を同時に満たす解集合g（（72（4））は§2で記載される。解
の個数r（G2（4））＝4！g（G2（4））については、下記の定理4で述べられる。
　次にm＝5のとき、対角線の選び方にはいろいろあるけれども、われわれはv2とv5とを結ぶ
対角線を新しい辺e7に選んで、次数4（v）の差が高々1におさまるようにする。この場合、辺e5
の中点と次数2の頂点v3とを結ぶ直線に関する線対称の他に、別種の対称性を見出す。すなわ
ち、定まったv2とv4の値に対し、　Vlとv5，elとθ7，　e6とe4，3つのペアに一一i？に互換を施すと
新しい解が導かれる。かくして、この場合の付加条件は、
（7） V1＜γ5かつV2＜V4
という形をとる。（1）（7）を同時に満たす解集合2（G2（5））⊂R（G2（5））は、同じく§2に
おいてすべての要素が列挙される。なお、等式e5一（v2＋v4）＝　3s－66が有効であることに留
意する。
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定理4　　q（G2（4））＝14，　g（G2（5））＝　324．
　例Bから例Dに至るグラフに対し、それぞれの付加条件を課した解集合2（G，　（m））の記述は、
節を改めて、すべての要素を列挙する形で行なう。これに至る道筋は［封で詳述したのと本
質的には変わらない。ただし、G2（4）を除いて次数が一定でない今回のグラフの場合、少し困
難をはらむことに留意する。条件（1）の和sの値が与えられると、グラフの各頂点vに、
（d（v）＋1）個の数の組で和がちょうどsに一致するものを窟として配置する。そして辺eの両
端にある2つの頂点viとvノに対して、数の組稀と％は、　eに置くべきただ1個の数だけを共
有していなければならない。この要請をすべての辺θ｝，…，θ耐にわたってチェックし、和集合
りU従　がちょうど｛0，1，…，2m＋k一・1｝に一致する数の配置｛稀，…，Vlm｝を、もれなく探し出し
t＝1
て行く。このような作業を可能なsの値ごとに、著者の手計算（チェックのため二回行う）に
より、くり返し実行した結果が、上記の定理に他ならない。
二二　グラフの頂点や辺の数がこれ以上増加すると、手計算ですべての解を数えあげる作業は
困難をきわめることになろう。定和惟をもつとは限らない数の配置から新しい数の配置に推移
する仕組みで、この推移を何回かくり返せば解く定和性をもつ数の配置）に到達する、そのよ
うなうまい推移規則を見出すことが今後の研究課題の中心を占める。そのためには、著者未経
験のコンピュータ・シミュレーションの大規模な実行が必要だろうと考えられる。このような
点を明確にするよう、三指摘下さいましたレフェリーに深謝申し上げる次第であります。
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　　　　　　　　　　§2．付加条件を満たす解集合g（G，　（m））
この節では、例B～Dのti一ラフG、㈲1こ対し、定和性の条件（1）に加えて、グラフ固有の
対称性に由来する付加条件（2）～（7）をそれぞれ満たす解をもれなく列挙する。解の表示
は次の形をとる：
　　（vl　v2　．・．　v．　）el　e2　．．．　em＋k）
0から9までの数は通常の表記によるけれども、数10，11，12はa，b，　cによってそ
れぞれ表記される。また、並べ方は辞書式順序に従う。
例B．　　G．1（m）（4≦m≦7）について
（1）m．＝4の場合：s＝6として、
　　　（4356，210）　（5346，120）の2つ。
（2）m・5の場合：s　・11として、
　　　（62018，’5473）の1つ。
（3）m＝6の場合：イ）s＝11として、
　　　（64987a，　52031）　（649a78，　52013）
　　　（87a649，31052）　（94687a，25031）の4つ。
　　ロ）s＝13として、
　　　（41a728，　93065）　（41a827，　93056）
　　　（72049a，　65813）　（72841a，　65093）
　　　（82741a，　56093）　（86701a，　52493）
　　　（872069，51a34）の7つ。
　　ハ）s＝14として、　（61027a，85934）の1つ。
　　二）s＝　15として、
　　　（513029，　a4876）　（534017，　a　2968）
　　　（610247，95a38）　（621038，94a57）の4つ。
　　以上16通りの解が得られた。
（4）m＝7の場合：イ）s＝15として、
　　　（41c978a，　b30625）　（41ca879，　b30526）
　　　（54bc829，　a13076）　（54bc928，　a13067）
　　　（82954bc．，　760a13）　（92854bc，　670a13）
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　（97804bc．　625a13＞　（978a41c，　6250b3）．
　（a306cgb，　578124）　（a87941c，　5260b3）
　（agc603b，51278層4）の11通り。
ロ＞s　＝16として、
　（62c913b，　a40785）　（62cb319，　a40587）
　（913b62c，　7850a4）　（9501b8a，　74c326）
　（b31962c，5870a4）　（b37902c，5816a4＞の6つ。
ハ）s＝17として、
　（513089b，　c　4　a　726）
　（5137b28，　c4aO69）
　（534681a，　c2bO97）
　（643581a，　b2cO97）
　（65c3029，　b　14a78）
　（731582b，　a4cO96）
　（73c5028，　a　41b69）
二）s＝18として、
　（7102938，　b6c45a）
　（7391028，　b45c6a）
　（810243c，　a　7　b　596）
以上37通りの解が列挙された。
（513782b，　c4aO96）
（5340a78，　c　2　b　619）
（5346a18，　c2bO79）
（6435a！8，　b2cO79）
（7104c58，　a　6　b　239）
（7315b28，　a4cO69）
（ 21038c，697a45）の14通り。
（73 102c，　b　498a6）
（754031a，　b　2　c　698）
（834201c，　a　597b6）の6つ。
例C．　G1（m）　（m　＝　4，5）について。
（1）m＝4の場合：イ）s＝12のとき、
　　　（4587，　61320）　（5478，
　　ロ）3＝13のとき、
　　　（0　57　8，　6214　3）　（2　387
　　　（3　27　8，　6514　O）　（3　476
　　　（4367，82510）の5つ。
　　ハ）s＝14のとき、
　　　（1276，　84350）　（！456
　　　（1546，　27083）　（216．7
　　　（2　36　5，　4718　O）　（3　256
　　二）s＝　15のとき、
　　　（O　14　7，　86352）　（0　417
　62310）の2つ。
，　64！50）
，　8152　0）
　37082）
　8534　O）
　48170）の6つ。
　8362　5）
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　　　（1254，67380）　（2145，68370）の4つ。
　ホ）．s　＝16のとき、
　　　（0215，68473）の1つ。
　以上で18通りの解が列挙された。
（2）m＝5の場合：イ）∫＝14のとき、
（6　789a
（687a9
（6　a789
（6　a987
（7869a
（7　968a
，　524130）
，　243051）
，　134052）
，　314250）
，　153042）
　23504　1）
（6879a，　152043）
（6978a，　325041）
（6a987，　041253）
（7’6a98，　531420）
（789a6，　241350）
（7a986，　041352）
　（876a9，253140）の13通り。
ロ）s＝15のとき、
　（1798a，　624053）　（1897a，　342056）
　（3985a，　607142）　（4795a，　806321）
　（6397a，842501）　（7639a，184052）の6つ。
ハ）s＝16のとき、
（0389a，　762154）
（059a6，　743281）
（0893a，　716245）
（1a928，　607354）
（25869，　a17340）
（29586，　3470a1）
（29685，　4371aO）
（38496，　1750a2）
（42a86，　951730）
（468a2，　371590）
（52968，　a43710）
（59682，　0734a1）
（0398a，　761245）
（05a87，　924361）
（09a47，　251368）
（2468a，　937150）
（28596，　1740a3）
（29685，　0731a4）
（2a864，　517390）
（39486，　2570a1）
（463a7，　285091）
（4a367，　158092）
（58692，　1734aO）
（642a8，　3951’70）
（85296，1a4370）の25通り。
二）5＝17のとき、
　（0168a，　974253）
　（0186a，　972435）
　（03589，　4a2！76）
（O1789，　a64352）
（01978，　a62543）
（035a7，　684192）
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　（03697，　4a1285）
　（05a19，　843627）
　（0681a，　927435）
　（06982，　4715a3）
　（09754，　6283a1）
　（09853，　6274al）
　（13579，　a48260）
　（15397，　4860a2）
　（17359，　64aO82）
　（19357，　2680a4）
　（19753，　6284aO）
　（25369，　84a170）
　（29635，　71a480）
　（31975，　a62840）
　（35296，　4871aO）
　（37159，　46aO8・2）
　（39256，　0871a4）
　（52963，　7・80a41）
　（53197，　4a6280）
ホ）s＝18のとき、
　（03278，　5a61’94）
　（03a25，　87！946）
　（05249，　76a183）
　（07238，　56a194）
　（07634，　1a2598）
　（09425，　1863a7）
　（09821，　3647a5）
　（20369，　a8745！）
　（26930，　754a8！）
へ）s＝19のとき、
　（0！239，　8a7465）
　（01734，　8a2965）
　（02364，　8975al）
　（04812，，　965a73）
（03a84，　952671）
（06784，　2913a5）
（06928，　a17543）
（0753a，　284169）
（09853，　1724a6）
（Oa924，　617583）
（ユ5379，　2a4086）
（ユ6387，　2950a4）
（18367，　4590a2）
（！9753，　0824a6）
（20698，　7a1453）
（28960，　4537a1）
（3 75a，　982614）
（35179，　2a6084）
（35791，　4826aO）
（37asO，　461982）
（39751，　082．6　a4）
（52963，　871a40）
（53692，4a1780）の44通［り。
（03728，　5a1649）
（05249，　3a6187）
（05a41，　762983）
（07526，　1a3489）
（07a21，　653984）
（09623，　1845a7）
（09821，　5467a3）
（25940，　763a81）
（30764，8a1952）の18通り。
（01563，　8a4792）
（02346，　a79581）
（03651，　7948a2）
（05127，　4a8396）
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（05127，　68a394）
（10248，　9a7563）
（15432，　8697aO）
（21543，　a86970）
（24630，　785a91）
（07215，　3984a6）
（12345，　a79680）
（15720，　684a93）
（23451，　7968aO）
（3　204　6，　7a958　1）
　（32！54，7a8690）の19通り。
以上で125個のg（G，（5））の要素が列挙された。
例D．　G2　（m）（m＝4，5）について。
（1）m＝4の場合：イ）s＝　16として、
　　　（2789，541630）　（3689，410275）の2つ。
　　ロ）s＝　17として、
　　　（0589，　721463）　（0679，　823451）
　　　（1489，　620375）　（1678，　925430）
　　　（3469，581720）の5つ。
　　ハ）s＝19として、
　　　（O　14　9，　87256　3）　（O　15　8，　97364　2）
　　　（0239，　671584）　（0356，　814297）
　　　（1238，470596）の5つ。
　　二）5＝20として、
　　　（0127，854396）　（0136，985742）の2つ。
　　以上で14通りの解が得られた。
（2）m＝5の場合：イ）s＝18のとき、
（489ab，　3721650）
（49ba8，　1520763）
（579ba，　3812640）
（75ba9，　8162304）
（84ab9，　7625301）
（95a7b，　8264013）
（a489b，　5370126）
（48agb，　3712560）
（49ba8，　5160723）
（59ab7，　4260813）
（84ab9，　726！305）
（948ab，　6370215）
（95b7a，　8346012）
（a579b，　6381204）
　（a597b，2814063）の15通り。
ロ）s＝19のとき、
　（16ab9，　7450832）　（17ab8，　4630952）
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　（17ab8，　6450932）
　（25ab9，　68！3740）
　（469b7，　2aO3851）
　（54b7a，　9D　81236）
　（578b6，　2　a　14930）
　（61ba9，　7350248）
　（62a8b，　5904173）
　（64b79，　a　538210）
　（675a9，　1　b　32840）
　（70ab9，　6813245）
　（718ba，　95．62304）
　（71ba8，　6350249）
　（764b9，　1asO832）
　（8297b，　a　465013）
　（8495b，　a　376012）
　（907ab，　6842135）
　（925ab，　7681304）
　（9467b，　Oa31285）
　（9576a，　Ob14283）
ハ）s　＝＝　20のとき、
　（02bga，　8631574）
　（03b8a，　9724561）
　（04b7a，　6813592）
　（O　59b　7，　6832　a・41）
　（05ba6，　4812973）
　（08a95，　7463b21）
　（12ab8，　9460735）
　（13a7b，　9825460）
　（13b89，　a　7’26540）
　（14ab6，　8370925）
　（159b6，　7834a20）
　（218ab，　6930574）
　（21ba8，　7904563）
　（238a9，．6b14750）
（i8ba7，　5623940）
（25ba9，　3710・684）
（52ab9，　3810476）
（5687b，　a　293401）
（587b6，　0931a42）
（61ba9，　7805243）
（648a9，　lbO2573）
（6578b，　92a1403）
（709ab，　8642135）
（70ba9，　8624135）
（71ba8，　4530269）
（7 6b，　3aO5182）
（764b9，　3　a　528・1　O）
（82b79，　a　356014）
（84b59，　a　267013）
（907ba，　5841236）
（9287b，　4　a　15063）
（9485b，　3　a　16072）
（97 8a，Ob52641）の40通り。
（03b8a，　6721594）
（04ab7，　5821963）
（0597b，　a　381642）
（05b79，　48126a3）
（0 9a6，　4832b51）
（1 a8b，　6730495）
（1 7ba，　6940852）
（13b89，　47205a6）
（14ab6，　3820975）
（157b8，　6942a30）
（179a5，　6380b24）
（21ba8，　6903574）
（2　1ba　8，　．936054　7）
（239a8，　5bO4761）
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（239a8，　b　564700
（245ab，　7961830）
（24b78，　aO91536）
（275a8，　4961b30）
（27b93，　8456aO1）
（318b9，’　4　a　20675）
（31b7a，　6540298）
・（31ba7，　8906542）
（3298a，　6bO5471）
（3748a，　2　b　51960）
（4198a，　6bO5372）
（41ba6，　3902587）
（41ba6，　8907532）
（43b86，　17205a9）
（43b．8　6，　aO92517）
（4738　a’，　2b61950）
（50ba6，　9817423）
（5179a，　8　b　26430）
（524ab，　8790613）
（53b76，　981a420）
（6159b，　a　783402）
（61b59，　47230a8）
（653b7，　4981aO2）
（72a58，　346019b）
（8157b，　a　694203）
（8374a，　62bO159）
（8517b，　2agO643）
（9328a，　67b1504）
（239b7，　a　654801）
（24asb，　7916380）
（275a8，　3960b41）
（278a5，　6390b14）
（28a93，　7465bOl）
（30b8a，　9451267）
（31ba7，　4902586）
（328a9，　7　b　15640）
（348b6，　1　a　20975）
（4 a7b，　9825163）
（41ba6，　3720589）
（41ba6，　8’27e539）
（4 9ab，　’1bO2785）
（43b86，　19025a7）
（43b86，　a　729510）
（5　097b，．　a　836　1　4　2）
（5178b，　a　946320）
（51a97，　b　283406）
（5’2a87，　b　193406）
（605ab，　9872413）
（6195b，　48320a7）
（643b8，　5　a　72901）
（713ab，　6．98．0524）
（813b9，　4　a　70625）
（8275a，　b　496103）
（8・374a，　6　b　29150）
（9165b，　84a2037）
（9517a，　38bO624）
（a245b，3790168）の85通り。
二）s＝21のとき、
　（01b69，　78234a5）
　（04b75，　a　192836）
　（05967，　3b148a2）
　（O　5b83，　9．6　47a2　1）
（048a5，　9673b12）
（’05769，　b4a3821）
（05a93，　8746b21）
（06a83，　9475b12）
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（1078b，　9　a　43562）
（109b6，　a　753824）
（1　258　b，　9　．a　6374　O）
（147a5，　9683bO2）
（1546b，　97a2830）
（1547a，　86bO932）
（15498，　6a72b30）
（15894，　73aOb26）
（15a74，　6386902）
（15b82，　3460a79）
（16785・，　94a3bO2）
（218b5，　a　673904）
（24795，　83bOa16）
（24b73，　619085a）
（25a73，　4bO8961）
（25b63，　791a840）
（3　0　6　a　8，　9　b4　5　7　2　1）
（30789，　b4a1526）
（3085b，　a　491267）
（30b58，　746129a）
（31698，　bsa2704）
（32697，　a4b1805）
（41985，　b2a3607）
（42975，　8bla630）
（50976，　2b134a8）
（50b47，　928316a）
（5174a，　38602b9）
（51849，　37602ba）
（51a47，　6bO9283）
（54297，　68blaO3）
（60a47，　b　295138）
（65187，　39bOa24）
（71658，　9b4a320）
（7　5069，．　2ba184　3）
（109b6，　7　a　23854）
（10a79，　b　836452）
（1285b，　9　a　36470）
（14b83，　5aO7962）
（1547a，　3　b　60982）
（15489，　3b60a72）
（15876，　b3a4902）
（15a74，　3bO6982）
（15b64，　90a2837）
（15b82，　4370a69）
（1　698　3，　5a2　7’b4　O）
（218b5，　a　764903）
（24a65，　90b1738）
（24b73，　6aO9851）
（25b63，　70a1849）
（26973，　4b18asO）
（306b7，　9　a　54’812）
（307b6，　9　a　45812）
（30b49，　78251a6）
（30b76，　928145a）
（325b6，　8791aO4）
（327b4，　8591aO6）
（42975，　81bO63a）
（46287，　5a93b10）
（50976，　b2a3418）’
（5128b，　79aO634）
（5174a，　83bO269）
（51867，　9b2a430）
（5417a，　6693820）
（6028b，　7　a　91534）
（6154b，　39702a8）
（7145a，　9　b　68320）
（7 648，　Oa513b9）
（75069，　4ba3821）
25
浜松医科大学紀要　一般教育　第14号　　（2000）
　（8125b，　49aO367）
　（9034b，　68a2157）
ホ）5＝22のとき、
　（0156a，　b　893742）
　（016a5，　8972b34）
　（0173b，　a　965482）
　（01948，　7b265a3）
　（01975，　4b238a6）
　（01a29，　87543b6）
　（01b28，　95643a7）
　（0245b，　98a1763）
　（02578，　a6b1934）
　（02785，　3b41a96）
　（02a37，　b　849561）
　（02a91，　5843b67）
　（02b45，　7　a　18693）
　（03685，　a794b12）
　（03a45，　6　b　18792）
　（03b62，　5　a　17984）
　（03b71，　4925a86）
　（04369，　5b81a72）
　（04963，　b587a！2）
　（05368，　79a2b41）
　（1235b，　6agO784）
　（12784，　b695aO3）
　（12a63，　457089b）
　（13945，　8b2a760）
　（13954，　72bO86a）
　　（14872，　a596bO3）
　　（15862，　7a49b30）
　　（21586，　b7a4903）
　　（216a3，　4970b58）
　　（24376，　8a95b10）
　　（31594，　2．b60a78）
（81549，　b6a7203）
（9035a，67b1248）の80通り。
（01597，　8b63a42）
（0173b，　a　692485）
（0192a，　b　675384）
（01948，　b3a2567）
（019a2，　7853b46）
（Oia65，　49327b8）
（01b28，　97463a5）
（0245b，　9　a　83761）
（0273a，　8　b　46591）
（02785，　b694a13）
（02a73，　5　b　16984）
（02b45，　738169a）
（03568，　b7a4921）
（03865，　2a419，b7）
（03b62，　547198a）
（03b71，　4652a89）
（0435a，　6　b　82971）
（04378，　6a91b52）
（04972，　a586b13）
（05a61，　2843b97）
（12 96，　78aOb35）
（12a54，　639078b）
（13684，　a795bO2）
（13954，　27608ba）
（14863，　b597aO2）
（15367，　89a4b20）
（2153b，　68904a7）
（215a4，　6890b37）
（21946，　73aO58b）
（31459，　ba87620）
（31594，　76bOa28）
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　（41359，　ab87620）　（41395，　68bOa27）
　（53149，　8ba6720）　（61537，　28904ab）
　（62437，b8a9501）の67通り。
へ）s＝23のとき、
　（01439，　6b827a5）
　（0ゴ763，　95b2a48）
　（01925，　7b386a4）
　（02861，　95a4b37）
　（02b31，　657489a）
　（10457，　ba96832）
　（10754，　ba69832）
　（10835，　94b267a）
　（10b32，　948567a）
　（12563，　48aOb79）
　（20537，　4a816b9）
　（21653，　47aO98b）
　（30617，　58924ba）
　（50219，　6ab3487）
　（60245，
ト）s＝　24のとき、
　（01326，　7ba4985）
　（01326，　8ba5974）
　（02631，　98a7b45）
　（20514，　68b379a）
（01673，　a895b24）
（01763，　9b58a42）
（0264　5．，　3a719b8）
（02951，　6b38a74）
（03851，　a697b24）
（10475，　98b2a36）
（！0826，　a4b3579）
（10b23，　a　486579）
（12536，　ab79840）
（20519，　6a834b7）
（20b13，　857649a）
（30518，　ab79462）
（31256，　4abO978）
（50237，　4ab1689）
9ba8713）の29通り。
　 　　　　　　　　　 　　　　　　（01326，　8ab4975）
　 　　　　　　　　　 　　　　　　（01542，　69a3b78）
　 　　　　　　　　　 　　　　　　（1054，2，　78b3a69）
　 　　　　　　　　　　　　　　　　（20613，b8a9745）の8つ。
かくして、324個もの2（G2（5））の要素がすべて列挙された。
おわりに
　いろいろなグラフに対する定和性問題の結果を比較する際、グラフ固有の対称性はその姿を
変えるので、2（G）ではなくR（G）の要素の数r（G）を指標にとるのがよい。この爺文で扱った
グラフG，（m）について、r（（7，　（m））の表を作成すると、次の通り。
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k＼m 3 4 5 6 7
一1 0 4 2 32 74
0 24 48 60 240 1624
1 ＊ 72 250
2 ＊ 336 1296
　頂点の数〃2および辺の数n＝m＋kの変化に呼応して、r（G，　（m））は増加する傾向を示す。
けれども、この貧しい表から何らかの規則性を見出すことは難しい。空欄の所の値を順次確定
していく問題に加えて、r（G，（m））の振舞いに関する法則の発見は、今後の研究課題にもち越
すことになる。現時点におけるこの種の不備を御容赦いただきたい。
　本誌前号の筆者の論文［1］に引き続いて、清書の労をとっていいただいた鴨藤江利子さん
に、感謝の言葉を一言申し述べて、筆をおくことに致します。
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